
編
集
後
記

◆
年
末
年
始

恒
例
祭
の
ご
案
内

○
大
祓
式
・
歳
晩
祭
・
天
長
節
祭

十
二
月
二
十
三
日

午
後
二
時

半
年
に
一
度
個
々
の
罪
穢
れ
を
形
代
で
祓
う
と
共

に
一
年
の
御
加
護
に
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

※
参
列
自
由
で
す
が
、
出
来
な
い
場
合
は
、
神
社
よ

り
お
配
り
し
た
形
代
（
人
形
）
に
て
各
自
お
祓
い

を
し
、
清
々
し
く
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。（
お

正
月
様
袋
に
同
封
）

○
元
旦
祭
・
家
内
安
全
特
別
合
同
大
祈
願
祭

併
せ
て
、
初
日
を
拝
む
会

一
月
一
日

午
前
六
時
半
～

新
年
を
言
祝
ぎ
、
皇
室
並
び
に
国
家
の
弥
栄
、
氏
子

崇
敬
者
の
平
安
と
幸
福
を
祈
念
し
ま
す
。

※
ど
な
た
で
も
参
列
出
来
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
十

五
分
前
ま
で
お
越
し
下
さ
い

○
暁
ま
い
り
・
小
正
月
（
女
正
月
）

一
月
十
五
日
（
金
）
午
前
零
時
～

厄
落
し
の
行
事
が
各
地
で
あ
り
、
当
社
で
も
古
よ
り

の
日
に
厄
祓
を
す
る
習
わ
し
。

○

ど
ん
と
祭

◎
人
形
感
謝
祭

午
前
九
時

一
月
十
五
日
（
金
）
午
前
六
時
～
八
時
半

古
い
お
神
札
な
ど
を
清
浄
な
火
で
お
焚
き
上
げ
し
、

御
神
火
に
無
病
息
災
を
祈
り
ま
す
。

◎
役
目
を
終
え
た
人
形
等
を
お
預
り
し
ま
す
。

◆
御
祈
祷
の
ご
案
内

○
新
年
家
族
並
個
人
及
団
体
祈
祷

 
 

一
月
一
日

午
前
零
時
～
午
後
五
時

家
内
安
全
、
厄
除
、
商
売
繁
盛
、
合
格
祈
願
等

※

随
時
御
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
が
お
受
け
出
来

な
い
時
間(

午
前
九
時
～
十
時)

も
あ
り
ま
す

の
で
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い

※

元
旦
午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で
は
兼
務
社

出
向
の
為
、
宮
司
不
在
に
つ
き
、
川
崎
の
佐

藤
神
主
様
に
ご
祈
祷
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

二
日
以
後
は
通
常
通
り
予
約
制
に
て
午
前

九
時
～
午
後
四
時
頃
ま
で
毎
日
行
い
ま
す

○
年
末
年
始

神
棚
祭
・
氏
神
祭
・
家
祓
等

『
要
予
約
』

二
月
の
行
事
（
予
定
）

○
三
日

節
分
祭

福
豆
を
お
配
り
致
し
ま
す
の
で
各
戸
で
元
気

よ
く
豆
ま
き
を
し
て
下
さ
い

○
十
一
日

紀
元
節
祭
・
奉
祝
県
民
大
会

 
 
 

神
社
で
は
日
本
の
建
国
を
奉
祝
し
建
国
祭
を

執
り
行
い
、
そ
の
後
市
内
中
心
部
で
行
わ
れ
る

祝
賀
式
典
に
参
加
し
ま
す
。

○
十
七
日
頃

祈
年
祭

（
第
一
回
祭
典
会
議
）

収
穫
を
祈
る
大
祭
で
新
嘗
祭
と
と
も
に
全
国

の
神
社
で
行
わ
れ
る
重
儀

例
大
祭
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
八
年
の
例
大
祭
は
、
四
月
九
日
（
土
）
に

神
輿
渡
御
、
十
日(

日
）
に
奉
祝
行
事
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

坪
沼
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

神
社
が
後
援
し
、
や
る
っ
ち
ゃ
ツ
ボ
ヌ
マ
主
催
に
よ

る
第
四
回
坪
沼
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
出
展
募
集
中
！

来
年
は
申
年
、
厄
難
去
っ
て
、
福
縁
（
猿
）
来
る
良

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

猿
と
い
え
ば
「
見
ざ
る
言
わ
ざ
る
聞
か
ざ
る
」
で
す

が
、「
よ
く
見
よ
く
聞
き
よ
く
話
す
」猿
も
い
る
ん
で
す
。

前  厄 本  厄 後  厄

男

性

平５年

２４歳

平４年

２５歳

平３年

２６歳

昭51年

４１歳

昭50年

４２歳

昭49年

４３歳

昭32年

６０歳

昭31年

６１歳

昭30年

６２歳

女

性

平1１年

１８歳

平10年

１９歳

平9年

２０歳

昭60年

３２歳

昭59年

３３歳

昭58年

３４歳

昭56年

３６歳

昭55年

３７歳

昭54年

３８歳
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平
成
二
十
八
年
厄
年
表

※

上
・
生
ま
れ
年
／
下
・
数
え
年

坪
沼
八
幡
神
社
社
報

まっすぐ続く神の道

い
ま
こ
そ
や
る
っ
ち
ゃ

が
ん
ば
れ
坪
沼
！

神
の
恵
み
と
祖
先
の
恩
と
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う

◆
初
詣
は
先
ず
氏
神
様
の
坪
沼
八
幡
神
社
へ

◆
一
日
十
五
日
は
神
社
へ
お
参
り
し
ま
し
ょ
う

東
日
本
大
震
災
被
災
神
社
へ
の
義
援
金
受
付
中

今
こ
そ
変
革
の
時

仙
台
で
は
い
よ
い
よ
地
下
鉄
東
西
線
の
開
通
や
、
震

災
復
興
の
事
業
も
進
み
、
茂
庭
で
も
新
た
な
街
の
創
造

に
向
け
た
工
事
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
周
り
を
見
れ
ば

市
内
を
中
心
に
大
き
く
変
容
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

坪
沼
は
と
い
え
ば
、
の
ど
か
な
里
山
の
景
色
は
昔
と

変
わ
ら
ず
、
時
代
の
流
れ
と
は
い
え
、
小
学
校
か
ら
子

供
の
姿
が
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
寂
し

い
極
み
で
す
。

そ
の
様
な
中
、
地
域
で
は
学
校
跡
施
設
の
活
用
方
法

に
か
ら
ん
で
、
坪
沼
の
将
来
像
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
逆
に
地
域
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
、
気

付
か
さ
れ
る
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
の
意
識
も
変

化
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
学
校
が
無
く
な

っ
た
こ
と
で
一
時
は
光
さ
え
も
見
失
い
か
け
ま
し
た
が
、

今
で
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
奮
起
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
将
来
は
他
か
ら
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
考
え
な
け
れ
ば
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

だ
ま
だ
課
題
も
多
い
で
す
が
、
生
み
の
苦
し
み
を
経
験

し
て
、
よ
う
や
く
光
が
見
え
は
じ
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

為
せ
ば
成
る
。
そ
し
て
決
め
た
な
ら
ば
、
あ
と
は
行
動

す
る
の
み
。
変
わ
る
も
変
わ
ら
な
い
も
自
分
達
次
第
、

今
後
は
そ
の
本
気
さ
に
掛
か
っ
て
お
り
ま
す
。

挑
戦
に
は
恐
れ
も
伴
い
ま
す
が
、
光
が
照
ら
し
出
さ

れ
た
今
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
持
た
な
け
れ
ば
、
さ

す
れ
ば
必
ず
や
次
の
解
決
の
糸
口
が
見
え
て
く
る
は
ず
、

な
に
も
大
き
く
変
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
坪
沼
ら

し
さ
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
地
域
の
誇
り
と
絆

を
守
り
な
が
ら
、
共
通
の
目
的
意
識
を
も
ち
、
力
を
合

わ
せ
て
挑
ん
で
い
く
の
み
、
進
ま
な
け
れ
ば
何
も
分
か

ら
ず
、
挑
戦
の
な
い
所
に
進
歩
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
先
祖
は
何
度
も
何
度
も
そ
れ
を
繰
り
返
し
、
決
し

て
あ
き
ら
め
ず
に
今
日
の
基
を
つ
く
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
し
て
私
た
ち
が
そ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
今
日
ま
で
助

け
合
い
な
が
ら
地
域
を
守
っ
て
き
た
努
力
は
決
し
て
無

駄
で
は
な
く
、
現
に
今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。
坪
沼
を

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
方
々
が
、
地
元
以
外
に
も
、

ま
た
は
若
い
人
た
ち
の
中
に
も
沢
山
い
る
の
で
す
。
坪

沼
に
脈
々
と
残
る
「
結
」
と
呼
ば
れ
る
共
助
の
精
神
こ

そ
が
新
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
る
の
に
必
要
不
可
欠
な

坪
沼
の
底
力
と
な
る
で
し
ょ
う
。

神
代
か
ら
受
け
継
ぐ
心
を
心
と
し
、
田
畑
を
耕
し
な

が
ら
自
然
と
共
生
し
て
き
た
日
本
民
族
の
営
み
こ
そ
が

人
本
来
の
姿
、
坪
沼
に
は
貴
重
に
も
そ
れ
が
残
っ
て
い

る
の
で
す
。
人
が
人
と
し
て
幸
福
に
生
き
る
原
点
が
あ

り
、
そ
れ
が
守
る
べ
き
坪
沼
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

坪
沼
八
幡
神
社
社
報 

 

第
十
四
号

発
行
所

坪
沼
八
幡
神
社
社
務
所

代
表
者

宮
司

高
山
晃
和

仙
台
市
太
白
区
坪
沼
字
舘
前
東
六
十
九

電
話

二
八
一H

｣

二
五
八
九

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
六
五
一

第１４号         坪沼八幡神社社報     平成２７年１２月１５日（１）



剣道大会

巫女の浦安の舞

年

間

行

事

穏
や
か
な
新
年
を
迎
え
て

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

元
旦
の
早
朝
よ
り
、
氏
子
崇
敬

者
が
参
集
し
、
恒
例
の
元
旦
祭

に
あ
わ
せ
、
新
年
の
合
同
家
内

安
全
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
、
祭

儀
後
に
は
御
来
光
を
拝
し
た
。

今
年
の
三
が
日
は
、
元
日
よ

り
穏
や
か
な
正
月
で
、
未
年
に
あ
た
り
、
年
末
に
任
命

式
を
行
っ
た
山
田
牧
場
さ
ん
の
か
わ
い
ら
し
い
羊
二
頭

が
御
神
羊
と
し
て
参
拝
者
を
出
迎
え
、
例
年
に
な
く
沢

山
の
方
が
初
詣
に
来
ら
れ
た
。

御
神
火
に
無
病
息
災
を
祈
っ
て

一
月
十
五
日
早
朝
、
伝
統
の
ど
ん
と
祭
が
行
わ
れ
、

正
月
飾
り
な
ど
を
お
焚
き
上
げ
し
た
。

続
い
て
、
恒
例
と
な
っ
た
が
、
御
神
火
に
一
緒
に
焚

き
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
人
形
感
謝
祭
を

斎
行
し
、
皆
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た
沢
山
の
古
い
人
形

や
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
の
供
養
・
み
た
ま
抜
き
を
行
っ
た
。

国
の
い
に
し
え
を
偲
ん
で

二
月
十
一
日
は
建
国
記
念
日
、
今
よ
り
二
六
七
五
年
前
、

第
一
代
神
武
天
皇
が
大
和
は
橿
原
に
て
建
国
を
宣
言
さ

れ
た
日
と
い
わ
れ
、
国
の
誕
生
日
を
祝
う
と
と
も
に
、
困

難
を
乗
り
越
え
建
国
を
果
た
し
た
い
に
し
え
を
偲
ぶ
日
。

神
社
で
は
総
代
・若
長
参
列
の
下
、
恒
例
の
建
国
祭
を
斎

行
し
、
続
い
て
敬
神
婦
人
部
の
皆
さ
ん
と
、
電
力
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
「県
民
大
会
」に
参
加
し
た
。

今
年
も
豊
作
に

農
は
国
の
礎
、
二
月
二
十
二
日
、
三
大
祭
の
一
つ
、
祈
年

祭
を
関
係
者
列
席
の
下
斎
行
し
た
。
新
嘗
祭
と
対
と
な
る

祭
儀
で
、
稲
作
を
中
心
に
豊
作
を
祈
る
と
共
に
、
あ
ら
ゆ

る
産
業
の
発
展
を
祈
願
し
た
。

賑
や
か
に
例
大
祭
斎
行

四
月
十
五
日
、
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
十
一
日
の
土
曜
日
に
は
、
午
前
十
時
の

神
幸
祭
に
続
き
、
板
橋
区
の
担
ぎ
番
で
勇
壮
な
神
輿
渡
御

が
行
わ
れ
た
。
当
初
雨
模
様
で
中
止
も
検
討
し
た
が
、
担

ぎ
手
た
ち
の
熱
意
に
よ
り
実
施
を
決
定
、
そ
の
後
雨
も
上

が
り
坪
沼
を
も
れ
な
く
練
り
歩
い
た
。
子
供
み
こ
し
も
根

添
ま
で
同
行
、
親
子
皆
で
協
力
し
元
気
よ
く
ま
わ
る
こ
と

が
出
来
た
。
各
御
旅
所
で
は
、
伝

統
の
祭
囃
子
が
演
奏
さ
れ
、

小
学
生
の
巫
女
さ
ん
達
も
浦

安
の
舞
を
各
所
で
披
露
、
今

年
も
大
勢
の
供
奉
す
る
人
達

や
出
迎
え
る
人
々
の
協
力
で
、

伝
統
の
ま
ま
に
滞
り
な
く
行

わ
れ
、
午
後
七
時
無
事
お
山

入
り
と
な
っ
た
。

境
内
で
は
午
後
六
時
頃

よ
り
御
神
楽
が
奉
納
さ
れ
、

出
店
も
出
て
夜
遅
く
ま
で

賑
わ
っ
た
。

次
い
で
十
二
日
の
日
曜

日
は
、
奉
祝
祭
が
午
前
十

時
半
よ
り
氏
子
を
は
じ
め

遠
近
よ
り
崇
敬
者
が
集
い

斎
行
さ
れ
、
祭
儀
終
了
後

は
敬
神
婦
人
部
の
協
力
を
得
て
直
会
が
行
わ
れ
た
。

午
後
よ
り
は
、
奉
納
行
事
で
少
年
少
女
剣
道
大
会
、
続
い

て
カ
ラ
オ
ケ
や
歌
謡
シ
ョ
ー
の
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
、
福

引
大
会
も
盛
り
上
っ
た
。
両
日
と
も
協
力
会
が
模
擬
店
の

出
店
な
ど
で
縁
日
を
盛
り
上
げ
た
。
お
祭
り
期
間
中
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
一
同
は
楽
し
い
お
祭
り
を
満
喫
し
た
。

総
代
若
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
、
ま
た
多
く
の
氏
子
崇

敬
者
の
ご
奉
仕
と
、
特
志
協
賛
者
の
ご
協
力
に
よ
り
滞
り

な
く
終
了
し
た
。

演芸大会
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人気だった御神羊

神輿渡御の様子

夏
越
大
祓
式
斎
行

一
年
の
半
ば
の
六

月
二
十
八
日㈰

午
後

三
時
よ
り
「
夏
越
の
大

祓
」
が
斎
行
さ
れ
た
。

参
列
者
は
、
境
内
に

設
け
ら
れ
た
祓
所
に

お
い
て
、「
形
代
祓
い
」

と
そ
し
て
総
代
の
皆
さ
ん
が
心
を
籠
め
て
奉
製
し
た

「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
り
心
身
の
罪
・
穢
れ
の
一
切
を
祓

い
清
め
た
。
尚
、
予
め
お
預
か
り
し
た
人
形
は
、
身
代

り
に
お
祓
い
し
、
大
海
原
に
流
さ
れ
た
。

終
わ
り
て
、
婦
人
部
の
協
力
に
よ
り
直
会
を
行
い
、

互
い
に
残
る
半
年
の
無
病
息
災
を
祈
っ
た
。

次
回
の
大
祓
は
「
年
越
の
大
祓
」
と
し
て
行
わ
れ
る
。

子
供
は
校
外
学
習
・
大
人
も
歴
史
講
座

神
社
に
お
い
て
、
今
年
は

特
に
生
出
小
学
校
の
子
供

た
ち
や
地
域
以
外
の
方
に

坪
沼
の
歴
史
や
各
地
区
に

残
る
史
跡
な
ど
を
紹
介
す

る
機
会
を
幾
度
と
頂
い
た
。、 

 

神
社
を
は
じ
め
坪
沼
の

良
さ
や
昔
の
生
活
ぶ
り
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

第
二
十
七
回
「蛍
と
平
家
琵
琶
の
夕
べ
」開
催

ふ
る
さ
と
坪
沼
実
行
委
員
会
主
催

六
月
二
十
七
（
土
）
午
後

六
時
過
ぎ
よ
り
神
社
境
内

で
坪
沼
の
夏
の
風
物
詩
「
蛍

と
平
家
琵
琶
の
夕
べ
」
が
開

催
さ
れ
、
梅
雨
空
の
下
時
折

土
砂
降
り
に
み
ま
わ
れ
た
が

沢
山
の
市
民
が
訪
れ
た
。

当
日
は
奥
山
仙
台
市
長

と
佐
藤
村
田
町
長
ら
、
多
数

の
来
賓
も
鑑
賞
し
た
。

坪
沼
祭
ば
や
し

太
白
区
民
ま
つ
り
へ

日
頃
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
今
年
十
月
十
八
日
に
開
催

さ
れ
た
区
民
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
の
メ
イ
ン
と
し
て
出
演
、

見
事
に
演
奏
を
披
露

し
大
き
な
拍
手
を
も

ら
っ
た
。

保
存
会
と
し
て
は

毎
週
土
曜
日
の
夜
七

時
か
ら
、
子
供
た
ち

は
月
二
回
土
曜
日
夜

七
時
か
ら
神
社
で
稽

古
に
励
ん
で
い
る
。

会
員
募
集
中
！

収
穫
に
感
謝
し

十
一
月
二
十
二
日㈰

、

豊
作
に
感
謝
す
る
祭
・新
嘗
祭

を
斎
行
。
午
前
中
は
協
力
会
や
ふ
る
さ
と
坪
沼
実
行
委

員
会
の
奉
仕
作
業
も
頂
い
た
。

直
会
は
芋
煮
等
を
食
し
、

互
い
に
労
い
な
が
ら
祝
っ
た
。

神
社
協
力
会
だ
よ
り

今
年
も
お
祭
は
じ
め
、
年
間

の
神
社
行
事
の
催
行
に
、
或
は

奉
仕
作
業
な
ど
に
多
大
な
る

貢
献
を
戴
い
た
。

坪
沼
敬
神
婦
人
部
だ
よ
り

宮
城
県
の
敬
神
婦
人
連
合

会
総
会
が
八
月
七
日
、
岩
沼

の
竹
駒
神
社
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
大
勢
参
加
し
た
。

他
、
春
夏
の
お
祭
り
や
年
末

の
清
掃
奉
仕
を
は
じ
め
、

様
々
な
行
事
に
ご
協
力
頂
い
た
。

消
防
団
の
訓
練

十
一
月
二
十
九
日
恒
例
と
な
っ

た
生
出
分
団
の
消
防
訓
練
が
、
境

内
で
大
々
的
に
行
わ
れ
た
。

火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
火
の
用

心
、
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

生出小学校のこどもたち

県敬神婦人連合会総会にて

堂々としたステージの様子

茅の輪くぐり

奉仕作業の様子

幽玄の調べ 平家琵琶
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境内での放水訓練


